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(57)【要約】
　喫煙物品（２００）のためのフィルタ構成要素（２２
０）は、フィルタ材料の上流セグメント（２３０）と、
フィルタ材料の上流セグメント（２３０）に対してその
間に空洞（２５０）を形成するように離間した関係のフ
ィルタ材料の下流セグメント（２４０）と、空洞（２５
０）に配置された単一の香味ビーズ（２６０）とを含む
。香味ビーズは、タバコ物品及び水を含み、かつフィル
タ材料の上流セグメント（２３０）及びフィルタ材料の
下流セグメント（２４０）の離間した関係の少なくとも
７５％の外径を有する（２６０）。香味ビーズ（２６０
）の外径は、フィルタ材料の上流又は下流セグメント（
２３０、２４０）いずれの外径も超えない。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙物品のためのフィルタ構成要素であって、
　フィルタ材料の上流セグメントと、
　前記フィルタ材料の上流セグメントに対してその間に空洞を形成するように離間した関
係のフィルタ材料の下流セグメントと、
　前記空洞に配置され、タバコ粒子と水を含む単一の香味ビーズと、
　を含み、
　前記香味ビーズは、前記フィルタ材料の上流セグメント及び前記フィルタ材料の下流セ
グメントの前記離間した関係の少なくとも７５％の外径を有し、該香味ビーズの該外径は
、フィルタ材料の該上流セグメント及び該下流セグメントのいずれの外径も超えない、
　ことを特徴とするフィルタ構成要素。
【請求項２】
　前記フィルタ材料の下流セグメントの下流端上の窪んだセグメントを更に含むことを特
徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項３】
　前記フィルタ材料の下流セグメントは、前記フィルタ材料の上流セグメントの長さの少
なくとも２倍である長さを有することを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項４】
　前記フィルタ材料の上流セグメントは、長さが約５ミリメートルと約１０ミリメートル
の間であることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項５】
　前記フィルタ材料の下流セグメントは、長さが約５ミリメートルと約２０ミリメートル
の間であることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項６】
　前記空洞は、長さが約５ミリメートルと約７ミリメートルの間であることを特徴とする
請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項７】
　前記香味ビーズは、約４．５ミリメートルから約５ミリメートルの直径を有する球状体
の形態にあることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項８】
　前記香味ビーズは、ポリマー被覆メントール処理タバコビーズであることを特徴とする
請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項９】
　前記フィルタ材料の上流セグメント、前記フィルタ材料の下流セグメント、及び前記香
味ビーズは、フィルタ包装紙によって取り囲まれることを特徴とする請求項１に記載のフ
ィルタ構成要素。
【請求項１０】
　タバコロッドと、
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のフィルタ構成要素と、
　を含むことを特徴とする喫煙物品。
【請求項１１】
　フィルタ構成要素を製造する方法であって、
　フィルタロッド形成装置のフィルタロッド形成部分の上に第１の長さを有する第１のフ
ィルタセグメントを分配する段階と、
　前記フィルタロッド形成部分の上に前記第１のフィルタセグメントに対してその間に空
洞を形成するように離間した関係で第２の長さを有する第２のフィルタセグメントを分配
する段階と、
　前記空洞内にタバコ粒子と水を含む単一の香味ビーズを置く段階と、
　を含み、
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　前記香味ビーズは、前記フィルタ材料の上流セグメント及び前記フィルタ材料の下流セ
グメントの前記離間した関係の少なくとも７５％の外径を有し、
　前記香味ビーズの前記外径は、フィルタ材料の前記上流及び下流セグメントの外径を超
えない、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記第１のフィルタセグメント、前記第２のフィルタセグメント、及び前記香味ビーズ
をフィルタ包装紙で取り囲む段階を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のフィルタセグメントの少なくとも２つのセグメントと、前記第２のフィルタ
セグメントの少なくとも２つのセグメントと、前記第１のフィルタセグメントと前記第２
のフィルタセグメントの間に形成された前記空洞内の少なくとも２つの香味ビーズとを含
むフィルタロッドを形成する段階を含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フィルタロッドをフィルタ包装紙で取り囲む段階を更に含むことを特徴とする請求
項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のフィルタセグメント又は前記第２のフィルタセグメントのいずれかに隣接す
る凹部セグメントを形成する段階を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　喫煙物品、特にシガレットは、一般的に、包装紙によって囲まれた細断タバコ（通常、
切断した充填物形態の）のタバコロッドと、タバコロッドと端と端を接続した関係で整列
した円筒形フィルタとを含む。タバコロッドは、一般的に、直径が約６．０ミリメートル
と約１０．０ミリメートルの間、及び長さが約５０ミリメートルと約１２５ミリメートル
の間である。
【０００２】
　典型的には、フィルタは、先端紙によってタバコロッドに取り付けられたセルロースア
セテートトウのプラグを含む。主流煙の通気は、フィルタに沿った位置の周の１つ又は複
数列の穿孔を用いて達成することができる。
【０００３】
　メントールのような香味料がシガレットフィルタに溶液の形態で適用される時に、特に
大量の溶剤中のメントールの充填度が高い場合、シガレットの外面にしみ又はよごれが発
生する可能性がある。更に、メントールのような香味料のシガレットフィルタに対するそ
のような直接適用は、喫煙中のメントール放出の調節を考慮せず、かつシガレット保管中
のメントールの移動及び損失をもたらす可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５，２６３，９９９号明細書
【特許文献２】米国特許第５，９９７，６９１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、メントールのような追加の香味料を主流煙に提供し、かつ既存のフィルタ形成
機器を用いて容易に製造かつ生成することができる喫煙物品のためのフィルタ構成要素を
提供することが望ましいと考えられる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　例示的実施形態により、喫煙物品のためのフィルタ構成要素は、フィルタ材料の上流セ
グメントと、フィルタ材料の上流セグメントに対してその間に空洞を形成するように離間
した関係のフィルタ材料の下流セグメントと、空洞に配置されたタバコ粒子と水とを含む
単一の香味ビーズとを含む。香味ビーズは、好ましくは、フィルタ材料の上流セグメント
及びフィルタ材料の下流セグメントの離間した関係の少なくとも７５％である外径を有し
、香味ビーズの外径は、フィルタ材料の上流セグメント又は下流セグメントのいずれの外
径も超えない。
【０００７】
　「離間した関係」は、フィルタ材料の上流セグメントとフィルタ材料の下流セグメント
の間の縦方向距離（すなわち、空洞の長さ）を意味する。
【０００８】
　フィルタ材料の上流セグメント及び下流セグメントの各々は、セルロースアセテートト
ウのプラグを含むことができる。
【０００９】
　別の例示的実施形態により、喫煙物品は、タバコロッドと、フィルタ材料の上流セグメ
ント、フィルタ材料の上流セグメントに対してその間に空洞を形成するように離間した関
係のフィルタ材料の下流セグメント、及び空洞に配置されたタバコ粒子と水とを含む単一
の香味ビーズを含むフィルタ構成要素（又は多構成要素フィルタ）とを含み、香味ビーズ
は、フィルタ材料の上流セグメント及びフィルタ材料の下流セグメントの離間した関係の
少なくとも７５％の外径を有し、香味ビーズの外径は、フィルタ材料の上流又は下流セグ
メントいずれの外径も超えない。
【００１０】
　フィルタ構成要素は、フィルタ材料の上流セグメント、フィルタ材料の下流セグメント
、及び香味ビーズを取り囲むフィルタ包装紙を含むことができる。
【００１１】
　喫煙物品は、更に、フィルタ構成要素の外側周囲回りに通気部を含むことができる。
【００１２】
　更に別の例示的実施形態により、フィルタ構成要素を製造する方法は、第１の長さを有
する第１のフィルタセグメントをフィルタロッド形成装置のフィルタロッド形成部分の上
に分配する段階と、フィルタロッド形成部分の上に第２の長さを有する第２のフィルタセ
グメントをその間に空洞を形成するように第１のフィルタセグメントに対して離間した関
係で分配する段階と、タバコ粒子と水とを含む単一の香味ビーズを空洞内に置く段階と、
第１のフィルタセグメント、第２のフィルタセグメント、及び香味ビーズをフィルタ包装
紙を用いて取り囲む段階とを含む。
【００１３】
　本方法は、第１のフィルタセグメントの少なくとも２つのセグメントと、第２のフィル
タセグメントの少なくとも２つのセグメントと、第１のフィルタセグメントと第２のフィ
ルタセグメントの間に形成された空洞内の少なくとも２つの香味ビーズとを含むフィルタ
ロッドを形成する段階を含むことができる。
【００１４】
　好ましくは、本方法は、フィルタ包装紙を用いてフィルタロッドを取り囲む段階を更に
含む。
【００１５】
　好ましくは、本方法は、フィルタロッドを少なくとも１つの香味ビーズを有する複数の
個々のフィルタ構成要素に切断する段階を更に含む。
【００１６】
　好ましくは、本方法は、フィルタ構成要素及びタバコロッドが端と端を接続した関係で
軸線方向に整列するように、タバコロッドを個々のフィルタ構成要素のタバコ端部に隣接
して置く段階を更に含み、かつ喫煙物品を形成する。
【００１７】
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　図面は、単なる例示であり、本明細書に示す様々な実施形態を制限するように解釈すべ
きではない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態による喫煙物品の斜視図である。
【図２】一実施形態による喫煙物品の断面図である。
【図３】実施形態によるフィルタロッドの断面図である。
【図４】更に別の実施形態による喫煙物品の断面図である。
【図５】別の実施形態によるフィルタロッドの断面図である。
【図６】例示的な実施形態に従ってフィルタ構成要素を形成する方法の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　例示的実施形態により、図１に示すように、喫煙物品１００は、取り囲む外側包装紙１
３０に収容された喫煙材料１２０（図２に示す）のほぼ円筒形のロッド１１０を含む。外
側包装紙１３０は、典型的には多孔性包装材料又は包装紙である。ロッド１１０は、典型
的には「タバコロッド」と呼ばれ、かつ着火端部１１２及び唇側端部１１４を有する。従
って、タバコロッド１１０は、その着火端部１１２からその反対端（すなわち、唇側端部
１１４）に向けて後方に燃焼し、喫煙期間中の燃焼によってタバコロッド１１０の喫煙材
料１２０が消費される。喫煙材料１２０は、好ましくは、細断タバコ又はタバコ切断充填
物である。しかし、あらゆる適切な喫煙材料１２０を使用することができる。
【００２０】
　喫煙物品１００はまた、フィルタシステム１４０及びタバコロッド１１０が、端と端を
接続した関係、好ましくは、互いに当接する関係で軸線方向に整列するようにタバコロッ
ド１１０の唇側端部１１４に隣接するフィルタシステム１４０を含む。フィルタシステム
１４０は、ほぼ円筒形形状を有し、その直径が基本的にタバコロッド１１０の直径に等し
い。フィルタシステム１４０の端部（すなわち、上流端１４６（図２に示す）及び下流端
１４８）は、開放しており、そこを通って空気及び煙が通過する。喫煙物品１００が、タ
バコロッド１１０及びフィルタシステム１４０を含み、一般的に直径が約６．０ミリメー
トルと約１０．０ミリメートルの間であり、長さが約７５ミリメートルと約１５０ミリメ
ートルの間であることを認めることができる。
【００２１】
　本明細書では、フィルタセグメントと他の特徴部の間の相対位置「上流」及び「下流」
は、主流煙がタバコロッド１１０からフィルタシステム１４０を通して吸引される時にそ
の方向に関連して説明される。
【００２２】
　例示的実施形態により、フィルタシステム１４０は、フィルタ包装紙（又はプラグラッ
プ）１４４によって取り囲まれた複数のフィルタセグメント２３０、２４０（図２）を含
む。フィルタ包装紙（又はプラグラップ）１４４は、好ましくは、カーボン材料を任意的
に組み込む紙である。好ましくは、フィルタ包装紙（又はプラグラップ）１４４は、フィ
ルタシステム１４０の全長を取り囲む。フィルタシステム１４０は、フィルタシステム１
４０の全長及びタバコロッド１１０の隣接領域の両方を取り囲む先端材料１５０によって
タバコロッド１１０に取り付けられる。先端材料１５０は、一般的に紙状の製品であるが
、あらゆる適切な材料を使用することができる。先端材料１５０の内面は、適切な接着剤
を使用して、フィルタ包装紙（又はプラグラップ）１４４の外面及びタバコロッド１２０
の包装材料１３０の外面に固定される。通気又は空気希釈喫煙物品には、一連の通気孔又
は穿孔１０１のような空気希釈手段が提供され、その各々は、先端材料１５０及び任意的
にフィルタ包装紙（又はプラグラップ）１４４を通って延びることができる。
【００２３】
　図２に示す例示的実施形態により、喫煙物品２００は、タバコロッド２１０と、フィル
タシステム（又は多構成要素フィルタ）２２０とを含み、これは、上流フィルタ構成要素
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２３０と、上流フィルタ構成要素２３０に対してその間に空洞２５０を形成するように離
間した関係の下流フィルタ構成要素２４０と、空洞に配置された香味ビーズ２６０とを含
むプラグ－空間プラグフィルタサブアセンブリを含む。上流フィルタ構成要素２３０は、
タバコロッド２１０に隣接して位置付けられ、かつ好ましくは低吸引抵抗（ＲＴＤ）のセ
ルロースアセテートトウ２３２のプラグ又は中間から低い範囲の低粒子効率の他の適切な
繊維状又はウェブ状材料を含む。例示的実施形態により、上流フィルタ構成要素２３０は
、高速機械加工の限界内でできるだけ短く作られ、好ましくは、多構成要素フィルタを含
むフィルタ構成要素の中で最も低い粒子ＲＴＤを有する。
【００２４】
　下流フィルタ構成要素２４０（又は唇側端部（頬側）構成要素）は、好ましくは、セル
ロースアセテートプラグ２４２、又は中間から低い範囲の粒子効率の他の適切な繊維状又
はウェブ状材料の形態をしている。好ましくは、その粒子効率は低く、フィルタの望まし
い全ＲＴＤが達成されるようにデニール又は全デニールが選択される。
【００２５】
　好ましくは、穿孔（図示せず）の１つ又はそれよりも多くの周方向列は、フィルタ２２
０に沿った位置に、好ましくは、フィルタ２２０の上流端部分にフィルタ包装紙２８０及
び先端紙２９０によって形成される。例示的実施形態により、穿孔の１つ又はそれよりも
多くの周方向列は、喫煙者の唇が穿孔を遮らないように、喫煙物品２００の頬側端部（又
は唇側端部）２１４と好ましくは少なくとも１２ミリメートル又はそれよりも長い穿孔と
の間の最大距離の位置に配置される。更に、フィルタ２２０自体の上流端部分を流れる希
釈空気の導入により、セグメントの下流部分の粒子効率が低下するために、フィルタ構成
要素に沿った通気部の上流位置によって粒子効率を有意に上げることなくより高い（しか
し、中間の）ＲＴＤを提供する設計が容易になり、それによって中心構成要素で及びフィ
ルタを通して望ましい低い粒子効率を維持することを容易にする。
【００２６】
　図２に示すように例示的実施形態により、タバコロッド２１０の長さは、約５０ミリメ
ートルから約８０ミリメートル、より好ましくは、約５５ミリメートルから約６５ミリメ
ートル、最も好ましくは、約５６ミリメートルである。フィルタ２２０の長さは、好まし
くは、約２０ミリメートルから約３５ミリメートル、最も好ましくは、約２７ミリメート
ルである。一部の実施形態での喫煙物品のフィルタ構成要素の長さは、上流フィルタ構成
要素２３０が、好ましくは約７ミリメートル、香味ビーズ２６０を封入する空間又は空洞
２５０が、好ましくは約６ミリメートル、下流フィルタ構成要素（すなわち、唇側端部構
成要素）２４０が、好ましくは約１４ミリメートルである。同じく好ましくは、上流フィ
ルタ構成要素２３０、香味ビーズ２４０、及び下流フィルタ構成要素２４０は、フィルタ
包装紙２８０によって取り囲まれるか又は外接される。
【００２７】
　上流及び下流フィルタ構成要素２３０、２４０の粒子効率が好ましく低いことを認める
ことができる。同じく好ましくは、全ての繊維状又はウェブ状セグメントの中で、上流端
構成要素は、それが通気部の上流であり、従って、主流煙に対してより大きい効果を有す
るためにＲＴＤ及び粒子効率が最も低い。それらの他の繊維状又はウェブ状セグメントと
異なり、上流端構成要素は、希釈空気流れのない主流煙を受け入れる。
【００２８】
　図示の実施形態に関連して特定の寸法を開示するが、そのような寸法は、上流及び下流
フィルタ構成要素２３０、２４０及びフィルタ２２０内の香味ビーズ２６０に対して異な
る構成を提供するために変わる可能性がある。
【００２９】
　タバコロッド２１０は、従来のシガレット包装紙を用いて包むことができ、又はこの目
的で帯型紙を使用することができる。帯型シガレット紙は、喫煙物品がくすぶった状態で
そこに残された場合に基体が燃焼する危険性を低減するようにシガレットの質量燃焼速度
を修正するようにシガレットの完成タバコロッドを取り囲む離間した一体化セルロースバ
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ンドを有する。米国特許第５，２６３，９９９号明細書及び第５，９９７，６９１号明細
書は、帯型シガレット紙を説明しており、それらの特許は、全ての目的のために本明細書
にその全開示内容が組み込まれている。
【００３０】
　例示的実施形態により、香味ビーズ２６０は、タバコビーズの形態をしている。例示的
実施形態により、香味ビーズ２６０は、結合剤成分を付加せずに本質的にタバコ粒子、水
、及び任意的な香味料から構成される。香味ビーズは、押し出し成形及び／又は球形化す
ることができる。代替的に、香味ビーズ２６０は、好ましくは、セルロース材料の付加結
合剤成分を更に収容することができる。好ましいセルロース材料は、微結晶性セルロース
である。付加的な乾燥及び液状結合剤は、ビーズと同様に付加的な香味料及び充填物内に
存在することができる。必要に応じて、香味ビーズ２６０は、１つ又はそれよりも多くの
コーティング２６２を含むことができる。メントール化香味ビーズを形成するためにメン
トール結晶体のような香味料が使用され、及び／又は他の香味料も香味ビーズ２６０及び
／又は香味ビーズ２６０のコーティング２６２に追加することができる。しかし上に指摘
したように、香味ビーズ２６０は、好ましくは、水以外に結合剤添加剤が追加されずに互
いに保持されたタバコ粒子と水を含むビーズである。
【００３１】
　理論に束縛されることを望まないが、香味ビーズ２６０の下流位置では、フィルタを通
過するタバコ煙の温度が本質的にほぼ室温又はその付近に冷却された状態にある。シガレ
ットのコールからの熱が（又は水分のいずれの追加も）存在しないにも関わらず、香味ビ
ーズ２６０が、香味付けされた煙を生成するように主流煙に香味を放出するのに有効であ
ることが分かった。香味ビーズ２６０から放出された香味は、生成中にタバコ源及び／又
はビーズ２６０に追加された香味に固有の香味である。香味ビーズ２６０を使用して気付
く経口感覚は、強化されたタバコ特性に関連する。好ましくは、タバコ粒子及び／又は香
味構成要素からの香味は、本質的に周囲条件の下で主流タバコ煙内に放出される。
【００３２】
　例示的実施形態により、香味ビーズ２６０は、フィルタ２２０が外力を受けた時に香味
ビーズがメントールのような香味料又は添加剤材料の少なくとも一部分を放出する粉砕可
能なカプセル又はビーズとすることができる。
【００３３】
　例示的実施形態により、香味ビーズ２６０は、事前形成される。香味料は、香味を作る
工程中に含ませるか、又は後でビーズに追加することができる。代替的に又は追加的に、
香味料は、ビーズのコーティングに追加することができ、そのコーティングは、ビーズ２
６０の構成要素の制御された放出を提供するという付加的な機能を有することができる。
ビーズを調製するのに使用される工程に応じて、ビーズを調製する工程中に又は事前形成
したビーズに対して揮発性の香味料を追加することができる。ビーズ２６０を調製する方
法に応じて、ビーズを調製する工程時よりも事前形成したビーズに揮発性香味料を追加す
ることがより好ましいことがある。液体化合物は、例えば、揮発性香味及び希釈剤などを
含有している液体調剤をビーズに例えば含浸させることによってビーズ２６０に追加する
ことができる。代替的に、ビーズに混合することによって又はビーズの流動化ベッドスプ
レーによって又は他の適切な方法により、ビーズに化合物及び組成物を追加することがで
きる。
【００３４】
　香味ビーズ２６０の機能性は、より多くの活性化合物の制御された送出放出を有するよ
うに調整することができることも認めることができる。例えば、ビーズ２６０からの香味
の拡散は、ビーズの多孔性及び密度により、並びにビーズに追加されたあらゆる制御放出
コーティングによって調整することができる。例えば、ビーズ２６０は、活性化合物の送
出及び放出を制御するために、異なる機能性のポリマーコーティング及び／又は組成物（
例えば、用途に応じて１つの又は複数の保護膜）を用いてオーバーコートすることができ
る。
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【００３５】
　別の態様では、香味ビーズ２６０は、ビーズ調製物の構成要素中で自然に発生する香味
を送出するための送出システムとして作用することができる。代替的に、香味ビーズは、
マイラード反応、酵素反応、又は他の種類の反応により自然に発生する香味を作り出すた
めの及び／又は強化するための媒質として作用することができる。ビーズ２６０は、調製
後にビーズ２６０の熱処理によって変えるか又は強化することができると更に考えられる
。熱処理は、マイラード反応及び酵素反応のような反応、及びそれによってそれらのビー
ズを収容する喫煙物品の香味を更に強化することができる。
【００３６】
　別の実施形態は、ビーズ製造工程中に添加剤を追加することによって香味ビーズ２６０
を更に強化することができることを考えている。これは、煙を自然に強化するように成分
間のマイラード反応のような反応によって香味料、並びに香味料の形成を強化すると考え
られる成分のような添加剤を含むことができる。任意的な香味料は、実用的に制限されな
い香味材料を含むが、水に溶ける、アルコールに溶ける、及び油に溶ける香味が好ましい
。典型的な香味は、ラベンダー、シナモン、カルダモン、セルリー、コロハ種子、カスカ
リラ、ビャクダン、ベルガモット、ゼラニウム、蜜精、ローズオイル、バニラ、レモンオ
イル、オレンジオイル、ミントオイル、カッシア、カラウェー、コニャック、ジャスミン
、カモミール、メントール、カッシア、イランイラン、セージ、スペアミント、ジンジャ
ー、コリアンダー、及びコーヒーを含む。香味の各々は、単独で又は他のものと混ぜて使
用することができる。必要に応じて、タバコビーズに希釈剤を追加することができる。こ
の目的に使用することができる希釈剤は、以下に限定されるものではないが、とうもろこ
しでんぷん及びジャガイモでんぷん、米粉末、炭酸カルシウム、珪藻土、タルク、酢酸塩
粉末、及びパルプフロックのような粉末状でんぷんを含む。任意的な香味料はまた、固体
母材（液体香味料のでんぷんによるスプレー乾燥）形態とすることができる。任意的な香
味料はまた、固体、液体、又はゲルの形態とすることができる。任意的な香味料は、重量
比で５０％の量（例えば、０．１％から５％、５％から１０％、１０％から１５％、１５
％から２０％、２０％から２５％、２５％から３０％、３０％から３５％、３５％から４
０％、４０％から４５％、又は４５％から５０％）でタバコビーズ内に存在することがで
きる。
【００３７】
　非タバコセルロース材料のような添加結合剤を含有するタバコ粒子の場合には、微結晶
性セルロース（ＭＣＣ）は、タバコ粒子と組み合わされた好ましいセルロース材料である
。様々な香味担体が、揮発性香味化合物を主流煙に放出するために熱又は水を必要とする
ことがあるのに対して、香味ビーズ及び／又はタバコビーズ２６０を含有するセルロース
結合剤は、周囲条件の下で香味成分を放出することができる。
【００３８】
　香味ビーズ２６０は、好ましくは、約３．５ミリメートルから約１０．０ミリメートル
の範囲、より好ましくは、約４．０ミリメートルから約７．０ミリメートル、最も好まし
くは、約４．５ミリメートルから約５．０ミリメートル（及びこれらの範囲のあらゆる０
．１の値）の直径を有する「球状体」形状をしている。香味ビーズ２６０（又は球状体）
は、丸い又は長円形構造とすることができる。例示的実施形態により、香味ビーズ２６０
の外径は、好ましくは、フィルタ材料の上流セグメント（又は上流フィルタ構成要素）２
３０とフィルタ材料の下流セグメント（又は下流フィルタ構成要素）２４０との離間した
関係の少なくとも７５％であり、かつ香味ビーズ２６０の外径は、フィルタ材料の上流セ
グメント又はフィルタ材料の下流セグメントのいずれの外径も超えない外径を有する。
【００３９】
　タバコビーズの形態の香味ビーズ２６０は、シガレットの主流煙の香味付けに使用され
、これは、標準のタバコ混合物が標準の着火端部シガレットのタバコロッドに使用され、
かつ異なるシガレット製品の望ましい風味属性（例えば、普通、軽い、上限の香味のよう
な）が主流煙の望ましい風味を達成するのに有効な香味料を含有するタバコビーズ２６０
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によって提供されることを可能にすることを認めることができる。
【００４０】
　好ましい実施形態は、単に例示的であり、いずれの点でも制限的であると見なすべきで
はない。本発明の範囲は、以上の説明ではなくむしろ特許請求の範囲によって与えられ、
特許請求の範囲に該当する全ての変形及び均等物は、そこに含まれるように意図している
。更に、本発明は、様々な周囲長さ、細いシガレット及び幅広いシガレットに実施するこ
とができる。また、本発明は、好ましくは、香味付けされていないタバコロッドを用いて
実施されるが、香味付けされたタバコ充填物も考えられる。
【００４１】
　本明細書で使用される用語「約」及び／又は「ほぼ」は、定められた数値又は範囲に関
連して使用される場合、定められた値又は範囲よりも幾分多いか又は幾分少ない定められ
た値の±１０％の範囲の値を意味する。
【００４２】
　フィルタ２２０は、連続的に又は同時に上流及び下流のプラグ－空間プラグ区画を作っ
て充填することによって製造されることを認めることができる。例えば、図３に示すよう
に、連続フィルタロッド３００は、上流フィルタセグメント２３０、香味ビーズ２６０を
含有する空洞２５０、及び下流フィルタセグメント２４０に対応する反復セグメントを用
いて製造することができ、これは、下流フィルタセグメント２４０の所望長さの２倍であ
り、これは、フィルタ形成装置（又はフィルタ結合器）のフィルタロッド形成部分に配置
される。香味ビーズ２６０を含有する第２の空洞２５０、上流フィルタセグメント２３０
の所望長さの２倍である別の上流フィルタセグメント２３０、香味ビーズ２６０を含有す
る第３の空洞２５０、上流フィルタセグメント２４０の所望長さの２倍である別の下流フ
ィルタセグメント２４０、香味ビーズ２６０を備えた第４の空洞２５０、及びフィルタ材
料の上流セグメントが、フィルタロッド装置のフィルタロッド形成部分に追加される。セ
グメント２３０、２４０及び香味ビーズ２６０を備えた空洞２５０の各々は、次に、フィ
ルタ包装紙（又はプラグラップ）に取り囲まれ、図２に示す個々のフィルタ構成要素２２
０に切断される。
【００４３】
　図３に示すように、連続フィルタロッド３００は、長さがほぼ１０８ミリメートルであ
り、個々のフィルタ構成要素２２０に切断された時に、長さがほぼ２７ミリメートルの４
つのフィルタ構成要素２２０を含む。例示的実施形態により、４つの個々のフィルタ構成
要素２２０の各々は、長さが約７ミリメートルの上流フィルタセグメント２３０、長さが
約１４ミリメートルの下流フィルタセグメント２４０、及び空洞２５０内に香味ビーズ２
６０を含む。例示的実施形態により、空洞２５０は、長さが約６ミリメートルである。上
述のように、図示の実施形態に関連して特定の寸法が開示するが、そのような寸法は、上
流及び下流フィルタ構成要素２３０、２４０及びフィルタ２２０内の香味ビーズ２６０に
対して異なる構成を提供するために変わる可能性がある。
【００４４】
　例示的実施形態により、香味ビーズ２６０は、フィルタ材料２３０の上流フィルタセグ
メント及びフィルタ材料２４０の下流フィルタセグメントの離間した関係の少なくとも７
５％であり、香味ビーズ２６０の外径２６４は、フィルタ構成要素２００及び／又はフィ
ルタ材料２３０、２４０の上流又は下流セグメントの外径２２４を超えない外径２６４を
有する。例えば、長さが約６ミリメートルの空洞２５０の場合、香味ビーズ２６０は、好
ましくは、約４．５ミリメートル又はそれよりも大きい外径２６４を有する。
【００４５】
　別の例示的実施形態により、喫煙物品４００は、先端紙４１２によって互いに保持され
た長さが約５８ミリメートルのタバコロッド４１０と、長さが約２５ミリメートルのフィ
ルタ又はフィルタ構成要素４２０とを含む。フィルタ４２０は、香味ビーズ４６０収容す
る空洞４５０及びフィルタ材料４４０の下流セグメントの下流端の凹部４７０を形成する
ようにフィルタ材料４４０の下流セグメントに対して離間した関係のフィルタ材料４３０
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の上流セグメントを含む。フィルタ４２０の下流端（又は唇側端部）から、セグメントは
、好ましくは、５ミリメートル長さの凹部４７０、好ましくは、セルロースアセテート（
ＣＡ）プラグの形態のフィルタ材料４４０の１０ミリメートル長さの下流セグメント、香
味ビーズ４６０を含有する５ミリメートル長さの空洞４５０、及び好ましくは、別のセル
ロースアセテート（ＣＡ）プラグの形態のフィルタ材料４３０の５ミリメートル長さの上
流セグメントを含む。
【００４６】
　図５に示すように、連続フィルタロッド５００は、フィルタ材料４３０の上流セグメン
ト、香味ビーズ４６０を含有する空洞４５０、フィルタ材料４４０の下流セグメント、及
び凹部４７０の切断された又は望ましい長さの２倍の凹部４８０に対応する反復セグメン
トを用いて製造することができ、これは、フィルタ形成装置の形成部分に配置される。フ
ィルタ材料４４０の別の下流セグメント、香味ビーズ４６０を備えた空洞４５０、フィル
タ材料４３０の上流セグメント、香味ビーズ４６０を備えた別の空洞４５０、フィルタ材
料４４０の下流セグメント、凹部４７０の所望長さの２倍の凹部４８０、フィルタ材料４
４０の別の下流セグメント、香味ビーズ４６０を備えた別の空洞４５０、及びフィルタ材
料４３０の上流セグメントが、次に、フィルタ形成装置のロッド形成部分に追加される。
ロッド全体が、フィルタ包装紙に取り囲まれ、次に、タバコロッド４１０との組み付けの
ために個々のフィルタ構成要素４２０に切断されて図４に示す喫煙物品４００が形成され
る。
【００４７】
　図５に示すように、例示的実施形態により、連続ロッド５００は、長さが約１００ミリ
メートルであり、長さが約２５ミリメートルの４つのフィルタ構成要素４２０に切断する
ことができる。各個々のフィルタ構成要素４２０は、５ミリメートルの凹部４７０，フィ
ルタ材料４４０の１０ミリメートルの下流セグメント、ビーズ４６０が配置された５ミリ
メートルの空洞４５０、及びフィルタ材料４３０の５ミリメートルの上流セグメントを含
む。
【００４８】
　例示的実施形態により、図６は、フィルタ（又はフィルタ構成要素）２２０、４２０及
び／又は図２－５に示す連続フィルタロッド３００、５００を製造するためのシステム６
００を示している。図６に示すように、システム６００は、好ましくは、それぞれ、第１
の長さ（すなわち、第１のフィルタセグメント）６１２及び第２の長さ（すなわち、第２
のフィルタセグメント）６２２を有するフィルタセグメントを収容する少なくとも２つの
ホッパ６１０、６２０と、所望直径の香味ビーズ６３２が充填されているホッパ６３０と
を含む。第１及び第２のフィルタセグメント６１２、６２２は、その間に空洞を形成する
ように、フィルタ結合器６４０（又はフィルタ形成装置）に対して離間した関係に置かれ
る。香味ビーズ６３２が、次に、空洞に配置され、連続フィルタロッド６５０が形成され
るまで工程が反復される。フィルタセグメント６１２、６２２及び別々の香味ビーズ６３
２は、次に、フィルタ包装紙６５２を用いて包まれて連続フィルタロッド６５０が形成さ
れ、それは、次に、個々のフィルタ構成要素に切断される。
【００４９】
　球状物体又はビーズを空洞内に配置する真空ホイール及び／又は他の公知の方法のよう
な重力、真空補助法による香味ビーズの分配を含むあらゆる公知の方法により、香味ビー
ズ６３２を空洞内に配置又は位置決めすることができることを認めることができる
【００５０】
　切断前の連続フィルタロッド６５０は、好ましくは、第１のフィルタセグメント６１２
の少なくとも２つのセグメント、第２のフィルタセグメント６２２の少なくとも２つのセ
グメント、及び少なくとも２つの香味ビーズ６３２を第１のフィルタセグメントと第２の
フィルタセグメントの間に形成された空洞に含む。フィルタセグメント６１２、６２２は
、次に、濾紙又はプラグラップ６５２に包まれ、少なくとも１つの香味ビーズ６３０をそ
こに有する複数のフィルタ構成要素６６０に切断される。個々のフィルタ構成要素６６０
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は、タバコロッドに組み付けられて喫煙物品６７０を形成する。
【００５１】
　別の例示的実施形態により、付加的なホッパ６８０は、窪んだフィルタセグメント６８
２を含み、図４及び図５に説明及び図示のように第１のフィルタセグメント及び／又は第
２のフィルタセグメントのいずれかに隣接配置することができる。第１のフィルタセグメ
ント及び／又は第２のフィルタセグメントのいずれかに隣接する凹部も、例えば、第１又
は第２のフィルタセグメント６１２、６２２の隣接する対をフィルタ結合器６４０に対し
て離間した関係に配置するような他の方法で形成することができることは認められるであ
ろう。
【００５２】
　以上の説明は、好ましい実施形態に関するものであり、物品及びそれを製造する方法を
単に代表するものであることを理解すべきである。異なる実施形態の変形及び修正が上述
の教示に照らして当業者に容易に明らかになることを認めることができる。従って、例示
的実施形態並びに代替的な実施形態は、添付の特許請求の範囲で説明する物品及び方法の
精神から逸脱することなく行うことができる。
【符号の説明】
【００５３】
２００　喫煙物品
２２０　フィルタ構成要素
２３０　フィルタ材料の上流セグメント
２４０　フィルタ材料の下流セグメント
２５０　空洞
２６０　香味ビーズ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月30日(2012.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　喫煙物品のためのフィルタ構成要素であって、
　フィルタ材料の上流セグメントと、
　前記フィルタ材料の上流セグメントに対してその間に空洞を形成するように離間した関
係のフィルタ材料の下流セグメントと、
　前記空洞に配置された単一の粉砕可能な香味カプセルと、
　を含み、
　前記香味カプセルは、前記フィルタ材料の上流セグメント及び前記フィルタ材料の下流
セグメントの前記離間した関係の少なくとも７５％の外径を有し、該香味カプセルの該外
径は、フィルタ材料の該上流セグメント及び該下流セグメントのいずれの外径も超えない
、
　ことを特徴とするフィルタ構成要素。
【請求項２】
　前記フィルタ材料の下流セグメントの下流端上の窪んだセグメントを更に含むことを特
徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項３】
　前記フィルタ材料の下流セグメントは、前記フィルタ材料の上流セグメントの長さの少
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なくとも２倍である長さを有することを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項４】
　前記フィルタ材料の上流セグメントは、長さが約５ミリメートルと約１０ミリメートル
の間であることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項５】
　前記フィルタ材料の下流セグメントは、長さが約５ミリメートルと約２０ミリメートル
の間であることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項６】
　前記空洞は、長さが約５ミリメートルと約７ミリメートルの間であることを特徴とする
請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項７】
　前記香味カプセルは、約４．５ミリメートルから約５ミリメートルの直径を有する球状
体の形態にあることを特徴とする請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項８】
　前記香味カプセルは、ポリマー被覆メントール処理香味カプセルであることを特徴とす
る請求項１に記載のフィルタ構成要素。
【請求項９】
　前記フィルタ材料の上流セグメント、前記フィルタ材料の下流セグメント、及び前記香
味カプセルは、フィルタ包装紙によって取り囲まれることを特徴とする請求項１に記載の
フィルタ構成要素。
【請求項１０】
　タバコロッドと、
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のフィルタ構成要素と、
　を含むことを特徴とする喫煙物品。
【請求項１１】
　フィルタ構成要素を製造する方法であって、
　フィルタロッド形成装置のフィルタロッド形成部分の上に第１の長さを有する第１のフ
ィルタセグメントを分配する段階と、
　前記フィルタロッド形成部分の上に前記第１のフィルタセグメントに対してその間に空
洞を形成するように離間した関係で第２の長さを有する第２のフィルタセグメントを分配
する段階と、
　前記空洞内に単一の粉砕可能な香味カプセルを置く段階と、
　を含み、
　前記香味カプセルは、前記フィルタ材料の上流セグメント及び前記フィルタ材料の下流
セグメントの前記離間した関係の少なくとも７５％の外径を有し、
　前記香味カプセルの前記外径は、フィルタ材料の前記上流及び下流セグメントの外径を
超えない、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記第１のフィルタセグメント、前記第２のフィルタセグメント、及び前記香味カプセ
ルをフィルタ包装紙で取り囲む段階を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記第１のフィルタセグメントの少なくとも２つのセグメントと、前記第２のフィルタ
セグメントの少なくとも２つのセグメントと、前記第１のフィルタセグメントと前記第２
のフィルタセグメントの間に形成された前記空洞内の少なくとも２つの香味カプセルとを
含むフィルタロッドを形成する段階を含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フィルタロッドをフィルタ包装紙で取り囲む段階を更に含むことを特徴とする請求
項１３に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記第１のフィルタセグメント又は前記第２のフィルタセグメントのいずれかに隣接す
る凹部セグメントを形成する段階を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
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【国際調査報告】
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